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12
月
１
日
㈭
、
全
国
33
団
体
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の
一
つ
と

し
て
「
知
立
の
山
車
文
楽
と
か
ら
く
り
」
が
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
よ
り
270
年
に
亘
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
知
立

の
山
車
文
楽
と
か
ら
く
り
」
が
、
こ
の
た
び
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

り
、
登
録
へ
ご
尽
力
頂
い
た
関
係
の
皆
さ
ま
方
へ
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
ま
す
ま
す
技
術
の
向
上
に
精
進
し
後
継
者
育
成
に

励
み
、
後
世
へ
立
派
に
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

知立山車連合保存会
会長　加藤敞三

祝「知立の山車文楽とからくり」
―ユネスコ無形文化遺産登録― 祝

「
知
立
の
山
車
文
楽
と
か
ら
く
り
」
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
！

　
　
〜
世
界
に
誇
る
　
知
立
の
宝
〜

▼
問
合
せ　
協
働
推
進
課　
秘
書
広
報
係
（
☎
（95）
０
１
１
２
）

文
化
課　
文
化
振
興
係
（
☎
（83）
１
１
３
３
）
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【
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
は
】

　
各
地
域
で
長
い
時
間
を
か
け
受
け
継
が

れ
て
き
た
演
劇
、
祭
礼
、
工
芸
技
術
な
ど

の
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
べ
き
無
形
の

文
化
を
指
し
、
２
０
０
６
年
に
発
効
さ
れ

た
「
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
」
に
基
づ

き
、「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
的

な
一
覧
」
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

遺
跡
、
景
観
、
自
然
な
ど
の
世
界
遺
産

と
同
様
に
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育

科
学
文
化
機
関
）
で
認
定
さ
れ
て
お
り
、

日
本
で
も
こ
れ
ま
で
、「
和
紙
」や「
和
食
」、

「
歌
舞
伎
」
等
、
日
本
文
化
を
象
徴
す
る

文
化
が
登
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
愛
知
県
内
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
は
、「
知
立
の
山
車
文
楽
と
か
ら
く

り
」
を
含
む
５
件
が
初
め
て
で
あ
り
、
三

河
地
区
で
は
「
知
立
の
山
車
文
楽
と
か
ら

く
り
」
が
唯
一
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
・
知
立

山
車
文
楽
の
人
形
遣
い
、
義
太
夫
、
三
味

線
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
山
町
人
形

連
が
優
し
く
教
え
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
29
日
㈰　
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

▼
と
こ
ろ　
中
山
公
民
館
（
三
河
知
立
駅

北
100
ｍ
・
駐
車
場
有
）

▼
対
象
者　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

▼
参
加
費　
無
料

▼
問
合
せ　

山
町
人
形
連　

三
浦
（
☎
（81）

０
２
６
７)

「
知
立
山
車
文
楽
」

　
文
楽
（
３
人
遣
い
の
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
）

は
各
地
で
上
演
し
て
い
ま
す
が
、
山
車
の
上

で
上
演
し
て
い
る
も
の
は
全
国
で
も
「
知
立

山
車
文
楽
」
だ
け
で
す
。

　
「
知
立
山
車
文
楽
」
は
江
戸
時
代

（
１
７
４
７
年
「
中
町
祭
礼
帳
」）
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
270
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
山
町
・
中
新
町
・
本
町
・
宝

町
の
４
台
の
山
車
の
上
で
「
三
番
叟
」「
傾

城
阿
波
の
鳴
戸
」「
壷
坂
観
音
霊
験
記
」「
神

霊
矢
口
の
渡
し
」な
ど
を
上
演
し
て
い
ま
す
。

「
知
立
山
車
か
ら
く
り
」

　
知
立
の
山
車
か
ら
く
り
は
、
浄
瑠
璃
に
あ
わ
せ
て
、
か
ら
く
り
だ
け
で

も
の
が
た
り
を
上
演
す
る
大
変
め
ず
ら
し
い
も
の
で
、現
在
は
西
町
が「
一

の
谷
合
戦
」、「
平
治
合
戦
」
を
上
演
し
て
い
ま
す
。

　
か
ら
く
り
人
形
は
専
門
家
で
は
な
く
、
町
内
の
人
が
工
夫
し
て
作
り
、

首
以
外
は
全
て
手
作
り
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
か
ら
く
り
の
仕
掛
け
は
、
そ
の
機
構
に
よ
っ
て
２
つ
の
系
統
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
体
内
に
仕
組

ま
れ
た
バ
ネ
と
ゼ
ン
マ
イ
（
い
ず
れ
も
鯨

の
ひ
げ
）
で
自
動
的
に
動
く
も
の
で
す
。

　

二
つ
目
は
１
個
の
人
形
の
体
内
に
10
数

本
の
糸
を
ひ
そ
ま
せ
、
樋
の
中
に
通
し
て

数
メ
ー
ト
ル
後
方
か
ら
糸
を
操
っ
て
操
作

す
る
も
の
で
す
。

　

知
立
の
か
ら
く
り
は
後
者
に
属
し
、
ゼ

ン
マ
イ
型
よ
り
は
る
か
に
高
い
技
術
が
要

求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
難
易
度
か
ら
、
上
演

に
必
要
な
人
数
も
多
く
、「
一
の
谷
合
戦
」

で
は
お
お
よ
そ
10
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

知
立
山
車
文
楽
一
日
体
験
入
門

「
山
車
文
楽
に
親
し
も
う
」

祝「知立の山車文楽とからくり」
―ユネスコ無形文化遺産登録―
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